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冒頭、佐久間青年部長が要請書を読み上げ、

青年部として『職場の現状が分かっているなら

第４回交渉での「ベアの考えは無い」発言なん

て出来ないだろう！経営陣は本気で会社を良

くする気があるのか』『これまでの会社経営陣の姿勢に青年部員は怒り、失望し

ている！我慢ばかりを押し付け経営陣は血も汗も流さないこの状況では退職が止

まらないのは当然だ！』『経営陣は強い危機感をもって、将来不安の解消と労働

意欲の向上のために今春闘で賃上げの実施を！』と、退職が止まらないこの状況

でも危機感の無い経営陣に職場の声を伝えるように強く要請してきました。 


